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スペイン・ポルトガル博物館のミュージアム・ショップ
　　　　　　　　　　　序にかえて
博物館事務長熊野正也
　不思議なことには、普段博物館に興味をもっていない人でも海外の旅をする
と、かならずといってよいほど、それぞれの国の代表的な博物館を見学してい
ることが分かる。え！なんでこの人がと思う人ですら、堂々と海外の博物館の
ことを自慢げに話されているからである。
　別にそういう人を私は軽蔑していうのではない。逆にすばらしいことだと思
っている。なぜならば、その人はそれぞれの国の歴史や文化を理解するための
最善の方法を知っている人だったと思っているからである。
　アメリカやヨーロッパ、アジアなどいろいろな国々へのツアーのパンフレッ
トをめくってみると、必ずといってよいほどに、博物館の見学が組み込まれて
いることに気がつかれることであろう。いうまでもなくツアーのパンフレット
は、この道の最先端を走る情報誌であり、それぞれの国の文化や歴史を理解す
るためのもっとも効果的な方法として、それぞれの国を代表する博物館を組み
込んでいるのである。
　今年（2000年）の8月に仲間とともに10日間の日程でスペイン・ポルトガル
を旅してきた。目的は、伊達政宗の家来の支倉常長が歩んだヴァチカンへ到達
するまでのスペインでの軌跡やヨーロッパにおける中世城郭の巡検、旧石器時
代の壁画洞窟の見学などで、これに両国の代表的な博物館・美術館を見学する
ことであった。
　博物館関係では、世界的にもルーブル美術館やエルミタージュ美術館などと
並び称されるマドリードのプラド美術館や国立考古学博物館、ピカソのゲルニ
カ作品が展示されている国立ソフィア王妃芸術センター、リスボンの考古学博
物館、海事博物館などを巡ることができた。特に印象深かったのは、プラド美
術館とスペインの国立考古学博物館である。プラド美術館は、さすがに世界3
大美術館に数えられるだけの美術館だけあって、朝から見学者でいっぱいであ
り、またミュージアム・ショップも満員であった。
　一方、国立考古学博物館は、私たちにとってはとてもありがたいことに、落
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ちついて見学ができる程度の入館者であったので、考古資料をじっくりと見学
することができた。ミュージアム・ショップが閑散としていたことが気になっ
た。
　さて、近年、日本の博物館でもおおいに注目されだしたこのミュージアム・
ショップのあり方については、今回のスペイン・ポルトガル両国の博物館を通
じていろいろなことを教わった。当然のことながら、入館者が多い博物館は、
それこそ賑わいを見せ、入館者の少ないところは閑散としていた。また、オリ
ジナルの商品があるところには、人がむらがる傾向にある。ミュージアム・シ
ョップは、単に商売をするためにあるのではないといわれるが、この収益は博
物館の運営上大きな役割を担っていることも事実であり、サービスと実益とを
兼ねたミュージアム・ショップといえそうだ。
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